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公  示 

2026年ＪＡＦ全日本ラリー選手権第１戦「RALLY三河湾2026 Supported by AICELLO」

は、一般社団法人日本自動車連盟（以下「ＪＡＦ」という）の公認のもとにＦＩＡ国際モータース

ポーツ競技規則およびその付則に準拠した日本自動車連盟（ＪＡＦ）の国内競技規則およびその細

則、2026 年日本ラリー選手権規定、2026 年全日本ラリー選手権統一規則、ラリー競技開催規

定および本競技会特別規則に従い国内競技として開催される。 

第１条 プログラム 
 日    時 場 所 

参加申込の開始 １月 15 日(木) 10:00 大会事務局 

参加申込の締切 ２月 ５日(木) 19:00    〃 

タバードメディア登録申請※1 １月 15 日(木) 10:00～ 
http://jgr.jp/media 

２月 1５日(日) ～19:00 

タバードメディア申請後のスケジュールは、ＪＧＲから個別に案内します。 

ラリーＨＱの開設 ２月２６日(木) 12:00～19:00 ラグナマリーナ１F 

 ２月２７日(金) 5:30～19:00    〃 

 ２月２８日(土) 7:00～19:00    〃 

 ３月 １日(日) 7:00～16:00    〃 

サテライトＨＱ(受付)の開設時間 ２月２６日(木) 12:00～17:30 サービス会場 

 ２月２７日(金) 5:30～17:00    〃 

 ２月２８日(土) 9:00～18:00    〃 

 ３月 １日(日) 9:00～16:00    〃 

公式掲示板設置時間 ２月２７日(金) 6:00～ ラグナマリーナ１F 

 ３月 １日(日) ～16:00    〃 

サービスパークオープン ２月２６日(木) 11:00～19:00 ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙﾏｰｹｯﾄ臨時駐車場 

テストラン※2 〃 13:00～16:00 蒲郡市内コース 

書類確認１※3 〃 12:00～17:30 サテライトＨＱ 

サービスパークオープン ２月２７日(金) 5:00～19:00 ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙﾏｰｹｯﾄ臨時駐車場 

レッキ受付※3 〃 5:30～ 6:00 サテライトＨＱ 

レッキ 〃  細則２に記載 

書類確認２※3 〃 5:45～15:00 サテライトＨＱ 

サービス受付 〃 6:00～15:00    〃 

クレデンシャルメディア受付 〃 9:00～15:00 ラリーＨＱ（ラグナマリーナ） 

公式車両検査 〃 9:00～16:00 豊田自動織機海陽ヨットハーバー 

審査委員会 〃 15:00～ 審査委員会室（ラグナマリーナ） 

セーフティ講習会 〃 15:30～16:30 蒲郡商工会議所コンベンションホール 

レグ１スタートリスト公示 〃 16:30 公式掲示板（ラグナマリーナ） 

開会式 〃 16:40～ 蒲郡商工会議所コンベンションホール 

セレモニアルスタート 〃 17:30～ 蒲郡駅前特設会場 

サービスパークオープン ２月２８日(土) 7:00～21:00 ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙﾏｰｹｯﾄ臨時駐車場 

レグ１ラリースタート 〃 8:45～    〃 

クレデンシャルメディア受付 〃 9:00～16:00 ラリーＨＱ（ラグナマリーナ） 

リスタート出走申請締切 〃 19:00    〃 

レグ２スタートリスト公示 〃 19:00 公式掲示板（ラグナマリーナ） 

http://jgr.jp/media
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リスタート車両検査 〃 17:00～21:00 サービスパーク内 

サービスパークオープン ３月 １日(日) 6:00～17:00 ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙﾏｰｹｯﾄ臨時駐車場 

レグ２ラリースタート 〃 7:00～ パルクフェルメ出口 

クレデンシャルメディア受付 〃 8:00～12:00 ラリーＨＱ（ラグナマリー） 

ラリーフィニッシュ（予定） 〃 13:50 ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙﾏｰｹｯﾄ臨時駐車場 

セレモニアルフィニッシュ（予定） 〃 14:00 渚の交番 UMICAN 広場 

再車両検査（予定） 

暫定結果発表（予定）* 

〃 

〃 

14:15～ 

16:30 

ラグナマリーナ駐車場 

公式掲示板 暫定結果発表（予定）※4 〃 

 

15:00 公式掲示板（ラグナマリーナ） 

閉会式（予定）※5 〃 15:30 ハーバーパーク特設ステージ 

 

 

 

※1 タバードメディア登録申請は JGR（一般社団法人日本ラリー振興協会）で行います。 

必ず申請期間内にメディア申請を行ってください。お問合せ先：media@jgr.jp  

※2 テストランは、選手権参加クルーのみ任意で参加することができる。 

※3 書類確認は本人による運転免許証／ライセンスの原本所持の確認および誓約書の提出のみ行う。参加確

認は、１または２いづれかに出てください。 

※4 正式結果発表後の表彰式は行わない。 

※5 閉会式は、総合 1 位クルーのみ出席とします。 

第２条 競技会の名称 
2026年JAF全日本ラリー選手権第１戦 RALLY三河湾2026 Supported by AICELLO 

第３条 競技の格式 
ＪＡＦ公認：国内競技  ＪＡＦ公認番号：2026年－2101号 

第４条 競技種目 
ラリー競技開催規定の細則「スペシャルステージラリー開催規定」に従ったスペシャル 

ステージラリー 

第５条 開催日程および開催場所 
日 程：2026年2月27日（金）～３月1日（日）の３日間 

場 所：愛知県蒲郡市、岡崎市、西尾市、豊川市及び額田郡幸田町 

ラ リ ー ス タ ー ト：フェスティバルマーケット臨時駐車場内（愛知県蒲郡市海陽町） 

ラリーフィニッシュ：フェスティバルマーケット臨時駐車場内（愛知県蒲郡市海陽町） 

第６条 競技会本部（ＨＱ）及び、サービスパーク 
所 在 地：ＨＱ     ・愛知県蒲郡市海陽町2丁目１ 

      サービスパーク ・愛知県蒲郡市海陽町２丁目５−２ 

名 称：ＨＱ     ・ラグナマリーナ 

      サービスパーク  ・フェスティバルマーケット臨時駐車場 

Ｔ Ｅ Ｌ：ＨＱ（臨時電話） ・0533-59-7031 

開設日時：2026年2月26日（木）HQ 12:00～19:00  ｻｰﾋﾞｽﾊﾟｰｸ 11:00～19:00 

2026年2月27日（金）HQ  5:30～19:00  ｻｰﾋﾞｽﾊﾟｰｸ 5:00～19:00 

  2026年2月28日（土）HQ  7:00～19:00  ｻｰﾋﾞｽﾊﾟｰｸ 7:00～21:00 

 2026年3月  1日（日）HQ  7:00～16:00  ｻｰﾋﾞｽﾊﾟｰｸ  6:00～17:00 

レイアウト図は、細則４に記載する。 

mailto:media@jgr.jp
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第７条 コース概要 

スペシャルステージ    ：ターマック（一部グラベル ＳＳ１,13  600ｍ） 

コースの総距離       ：２４６．５６km 

スペシャルステージの総距離 ： ７３．１２km 

スペシャルステージの数     ： １６ 

セクションの数             ：  ４ 

レグの数                   ：  ２ 

第８条 オーガナイザー 
名 称：モンテ オート スポーツクラブ（ＪＡＦ加盟クラブＮｏ．２３０１１） 

所在地：〒480-1103 愛知県長久手市岩作琵琶ケ池２０－１ 株式会社ラック内 

代表者：勝田 照夫  ＵＲＬ： https://rally-mikawawan.com/ 

第９条 組 織 
9.1 大会役員 

大会名誉会長  大村 秀章（愛知県知事） 

大会会長  鈴木 寿明（蒲郡市長） 

大会副会長  内田 康宏（岡崎市長） 

大会副会長  中村  健（西尾市長） 

大会副会長  成瀬  敦（幸田町長） 

大会名誉顧問  古屋 圭司（自由民主党モータースポーツ振興議員連盟会長） 

9.2 組織委員会 

組織委員長  勝田 照夫 

組織委員  大岡  武 

組織委員  米谷 展生 

組織委員  佐藤 祐一 

9.3 競技会主要役員 

9.3.1 競技会審査委員会 

審査委員長  槇田 龍史（ＪＡＦ派遣） 

審査委員  宮城 孝仁（ＪＡＦ派遣） 

審査委員  竜田  健（組織委員会任命） 

9.3.2 競技役員 

競技長  佐藤 祐一 

副競技長  田畑 邦博 

コース委員長  石原 和広  

計時委員長  鈴木 晴彦 

技術委員長  花井  勝 

救急委員長  伊藤 好宏 

医師団長  紙谷 孝則 

事務局長  米谷 展生 

9.3.3 コンペティターズリレーションズオフィサー（ＣＲＯ） 

ＣＲＯ 後藤 茂行 



5                                 2026/02/13 
 

9.3.４ JAF派遣 

オブザーバー  船越  潤（ＪＡＦ派遣） 

オブザーバー  平田 浩一（ＪＡＦ派遣） 

技術アドバイザー  杉村 卓哉（ＪＡＦ派遣） 

第10条 参加申込受付期間 
10.1 受付の開始 

2026年１月１５日（木） １０：００ 

10.2 受付の締切 

2026年２月 ５日（木） １９：００ 

第11条 参加申込および問い合わせ先（大会事務局） 
11.1 参加申込先 

   〒480-1103 愛知県長久手市岩作琵琶ヶ池２０－１ 

              株式会社ラック内 ＭＡＳＣ事務局 

   ＴＥＬ：0561-63-0103  FAX：0561-63-3535 

   e-mail：masc@luckmc.ec-net.jp  URL： https://rally-mikawawan.com/ 

11.2 問い合わせ先 

   組織委員  米谷 展生（ＭＡＳＣ） 

   ＴＥＬ：090-2948-3928  e-mail：masc@luckmc.ec-net.jp 

11.3 提出書類（紙類を送っていただく必要はありません） 

   ① 参加申込書（ https://ws.formzu.net/dist/S18351959/ ）右QR 

   ② 車両申告書（ https://ws.formzu.net/dist/S18351959/ ）右QR 

   ③ サービス申込書（ https://ws.formzu.net/dist/S18351959/ ） 

   ④ 参加車両の自動車検査証（電子車検証の場合は、自動車検査証 

      記録事項の基準緩和要件を含むデータのコピー） 

   ⑤ マフラーの資料（純正マフラー装着車は除外する） 

   ⑥ 参加者ライセンスの写し 

   ⑦ ドライバー及びコ・ドライバーの運転免許証と競技ライセンスの写し 

   ⑧ 振込明細書または振込領収書の写し 

   ⑨ 誓約書（誓約書は参加受付時までに必ず本人が署名し原本を提出） 

    ⑩ ドライバー/コ・ドライバー/車両プロフィール申告フォーム 

（ＷＥＢサイトから送信） 

https://ws.formzu.net/dist/S40924071/  

右ＱＲコードを利用してください。 

⑪ 臨時運行許可証が必要な車両は、自賠責保険証、通関証明（輸入車の場合）、製造 

証明、一時抹消登録証明（登録したこのとある車両の場合） 

上記⑥、⑨はRALLY三河湾公式ＨＰ（https://rally-mikawawan.com/）の選手用 

ページより、フォームをダウンロードし、下記の方法で主催者に送付すること。 

④～⑧,⑪ 画像データ（スキャンまたは詳細の文字が読める写真）を次のメール 

アドレス宛に添付すること。 masc@luckmc.ec-net.jp 

参加申込 QR コード 

プロフィール QR コード 
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     ⑨   関係者の署名入り原本を2月26日または２7日の参加受付時に提出すること。 

①～③,⑩ ＷＥＢサイト上で入力＞送信ボタンクリックして送付すること。 

11.4 参加料 

  ①全日本選手権クラスエントリー費 

     全クラス ２００，０００円 

（レッキから最終パルクフェルメまでの保険料を含む、宿泊費用は含まない）      

  ②サービス登録費用 

申込時にサービス登録しないクルーは、車両1台分の駐車枠のみとなりますので、スペ

ースの拡大を希望するクルーは、必ず以下より適宜選択しサービス登録すること。 

サービス車両の登録は、駐車許可証（パス）の発給のみで駐車スペースは含まれない。 

なお、サービスパーク面積が限られているので、オーガナイザーが関係エントラントと

協議の上調整する場合がある。 

複数台のサービスを希望するチームは、参加申込締め切り日までに代表のエントラント

が申し込みをし、サービスを受ける全クルーを申告すること。また、別エントラントのチ

ームとの隣接したエリアサービスを希望する場合、申込み時点で隣接希望のチームを申告

すること。エントラントの誤申告によりサービススペースが希望より小さい場合でも、オ

ーガナイザーはその責任を負うものではなく、サービスレイアウト発表後のスペースの拡

大変更が出来ない場合があるので注意すること。 

(1) エントリー費に含まれるサービススペース        12.5㎡ [=2.5m×5m]  

(2) (1)に加えて追加スペース1枠（12.5㎡）につき      ８，０００円 

希望する追加スペースを枠数で申告すること。 

必ずサービス車両の駐車スペースも含めたスペースを申告すること。 

競技車1台のチームは追加2枠を上限とする。但し、競技車２台以上で代表者1名を 

指定し合同でサービス申込みする場合はその限りではない。 

(3) サービス車両登録（サービスエリア駐車パス付） 1台  ８，０００円 

(4) サービスクルー登録   1名  １，０００円 

(5) 追加移動用車両駐車パス(※※サービスエリアへは入場不可) 1台  ３，０００円 

(6) 自動車臨時運行許可証交付費用(自賠責保険料は含まない)    ３０，０００円 

※２月２８日～３月１日は、オフィシャル車両、競技車両、サービス登録車両また

は、特別に許可された車両以外の車両はサービス会場に入れません。 

一般の機械式駐車ゲートを通過して入場した場合、正規の駐車料金が掛かります。 

※※エントリー費には、２月２８日～３月１日に会場に来るための１台分の移動用車

両指定駐車場駐車パスの料金が含まれる。移動用車両２台以上を希望される場合は、

(5)追加移動用車両駐車パスを申し込んでください。 

移動用車両は、２月２８日，３月１日5：00からサービスパークに入場できるが、

２月２８日は8：00までに、３月１日は6：30までに退場しなければならない。 

積車等については、駐車パスを発行します用意しますので、必ず参加申し込み時に台

数を申告してください。駐車パスが無い場合、専用エリアに駐車できません。 

  ③テストラン参加費用（選手権参加者のみ任意で参加することができる） 

１台 １０，０００円 
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参加申込の締切り日以降に申し込み内容の変更を行なう場合、事務手数料として申込み・ 

変更１回につき２，０００円を徴収する。 

エントリーリストが公式ＨＰへ公示された後の参加取止めは、理由の如何に拘わらず返金 

されないものとする。 

11.5 参加料金の支払方法 

    参加料は、参加申込期間内に下記の預金口座へ振込によって支払うこと。なお、振込明

細票等（ネットバンキングの場合は振込画面のコピー可）の写しを参加申込に添付するこ

と。 

銀行名 ：名古屋銀行 

支店名 ：長久手支店 

口座番号：普通預金３３０７２４１ 

口座名義：ＭＡＳＣ（エムエーエスシー） 

    参加申込にかかるすべての通信料および振込手数料等は参加者負担とする。 

第12条 保険 
12.1 オーガナイザー契約団体保険について 

２０２６年日本ラリー選手権規定第１８条に基づき、全参加者の対人賠償保険（無制限）、

対物賠償保険（1,000万円[※免責額 20万円]）および搭乗者保険（2,000万円）の団体保険

契約をオーガナイザー負担（エントリー費に含まれる）で加入する。 

但し、対物事故が発生した際、免責額に満たない損害額の場合は、当該車両の運転者が賠償

責任を負うものとする。免責額を超える損害の場合、当該車両の運転者が免責額を負担するも

のとする。なお、オーガナイザーの保険を使用しても運転者の保険料率には影響しない。 

また、その場合でも運転者は、事故発生の日時、場所、被害対象を報告しなければならない。 

12.2 任意加入保険について 

オーガナイザー契約団体保険は、自車の損害は補償されない。参加者が別途保険契約するこ

とは妨げない。 

第13条 参加車両 
13.1  2026年日本ラリー選手権規定第７条に従う。 

13.2  基準緩和 

ラリー車両規定第2章安全規定第5条ロールケージ5.3）および5.4.3）⑧に該当す

る車両は、車検証（または自動車検査証記録事項）に基準緩和要件が記載されてい

なければならない。 

13.3  音量規制 

JN-1およびJN-2クラスを除きマフラー（消音機の触媒コンバーター以後）は、純

正または車検（運輸支局における検査）合格時に装着されていたマフラーを使用す

ること。 

平成２２年４月以降に製作された車両については、そのマフラーに保安基準適合を

証明する銘板が貼られていなければならない。また、その証明資料を常に携行し申

込み時にコピー（データ）を提出すること。 
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13.4  Morizo Challenge Cupエントリー車両の追加要件 

当該シリーズ事務局より公表された車両規定を準拠していること。 

第14条 参加台数および受理 
本競技会の総参加台数は９０台までとする。 

エントリーリスト公示後は、いかなる理由でも参加費は返金されない。 

国内競技規則４－１９による参加不受理の場合、支払われた参加料から２，０００円の手数料

を差し引き返還される。 

クルー及び参加車両の変更については、ラリー競技開催規定細則：スペシャルステージラリー

開催規定第６条に従うこと。 

第15条 レッキの実施方法 
 15.１ レッキ受付 

  本特別規則第１条プログラムを参照 

 15.2 レッキタイムスケジュール 

  レッキタイムスケジュールの詳細は細則２に示す。 

 15.3 レッキで、競技参加車両を使用する事を認めない。ナンバー付きの車両であれば、車両

の形状、仕様（カラーリングされたラリー車も可）を問わないが、違法改造車は不可とす

る。 

 15.4 レッキ車両の左右ドアに主催者支給のゼッケンを貼付しなければならない。 

 15.5 スペシャルステージ区間内では指示された方向に従って走行すること。SSコース内での

逆走およびコーナーでの停止は禁止する。 

 15.6 レッキのタイムスケジュールに定められた時間外の走行はいかなる場合も禁止する。こ

れに違反した場合は大会審査委員会に報告され罰則が課せられる場合がある。 

また、蒲郡市および隣接する市町における事前走行を禁止する。もし、その事実が発覚し

た場合は、氏名を公表するとともに、そのチームからの参加を一切認めない。 

 15.7 レッキの間、各クルーは交通法規を遵守しなければならず、さらに特別規則や公式通知

で通知されるオーガナイザーの指示に従わなければならない。また、いかなる場合も他の道

路使用者の安全と権利を尊重しなければならない。オフィシャルはレッキのルート上で競技

車両の動作を目視、計測機器、ＧＰＳ、写真、ビデオ等によって監視することがある。全て

の違反行為は、大会審査委員会に報告される。 

15.8 がまごおり竹島SSS、KIZUNA SSSのレッキは、慣熟歩行とする。 

第16条 公式車両検査 
場所：豊田自動織機海陽ヨットハーバー（愛知県蒲郡市海陽町 1－7 ） 

公式車両検査は時間を指定して行う。主催者の提供するゼッケン・ステッカー類は公式車両

検査までに細則６に示すとおりに車体に貼り付けを完了しなければならない。 

各参加車両の検査時間はインフォメーションにて示す。サービスクルー不在等の理由により
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レッキと並行して公式車両検査を受けることができないエントラントはあらかじめ申込時に

大会事務局に申告すること。 

第17条 タイヤおよびホイール 
17.1 装着するタイヤ・ホイールは、全日本ラリー選手権統一規則第６条に従うこと。 

また、本競技会で使用できるタイヤの本数は１０本までとする。 

17.2 本競技会では、使用する全てのタイヤのサイドウォールに競技車両番号をマーキングす

る。併せてスペアタイヤについては、トレッド面にもマーキングを施すものとする。なお、当

該競技会中における未使用のタイヤについては、技術委員長の許可を得ることにより、新たに

マーキングされた他のタイヤへ交換が許される。 

第18条 セレモニアルスタート／フィニッシュ 
18.1 セレモニアルスタート 

・日時  2026年2月27日（金） １7：３０～ 

・場所  蒲郡駅南口駅前特設会場 

・スタート方法  インフォメーションにて指示される。 

・車両  競技車両は、スタートゲートまで自走してこなければならない。 

やむを得ない理由により競技車両で参加出来ない場合は、クルー 

のみでセレモニアルスタートに臨まなくてはならない。 

・遅延到着の罰金  指定時刻に遅れた場合は、10,000円の罰金とする。 

  18.2 セレモニアルフィニッシュ 

     ・ＴＣ１6Aにチェックインした車両は、オフィシャルの指示に従ってセレモニアルゲ

ートを通過するものとする。TC16Aチェックイン時点の暫定順位の総合１～3位 お

よび各クラス1位のクルーは、セレモニアルゲート前にて仮表彰を行う。 

第19条 タイムコントロール 
19.1 公式時刻は、日本標準時を基準とした競技会計時委員の時計による。 

19.2 早着ペナルティの対象としないタイムコントロール 

以下のタイムコントロールは早着ペナルティの対象としない。 

レグ１： ＴＣ９C，ＴＣ９Ｄ  レグ２：TC16A 

19.3 TC16Aを最終タイムコントロールとし、オフィシャルの指示に従いセレモニアルフィ

ニッシュおよび再車検またはパルクフェルメインすること。タイムカードは、TC16Aで

回収する。 

ＴＣ１6Ａチェックイン後、クルーまたは第三者によるボンネット、トランク、後部ドア

の開閉を禁止する。 

第20条 スペシャルステージ  
20.1 計測は、印字機能を持つクロノメーターにて行う。 

20.2 スタートは、スタートリスト順または直前のＴＣ通過順に１分間隔とする。 
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20.3 スペシャルステージのスタート合図は、ラリー競技開催規定細則：スペシャルステージ

ラリー開催規定第３章２９条６．に従って行う。（本特別規則（細則５）にあるカウント

ダウンシステムを使用する。また、このシステムに同期したフライングチェックシステ

ムを使用する。） 

20.4 ＳＳＳ以外のＴＣからＳＳスタートの間にTWZ（タイヤウォーミングゾーン）を設定

する。当該ＴＣチェックイン時には、安全装備を装着していること。ＴＷＺ以外で一切

のタイヤウォーミング行為（蛇行、急発進、急減速等）を禁止する。また、TWZ以外で

のタイヤウォーミング行為は、ペナルティの対象となる。 

20.5 ＳＳ１，１３（KIZUNA），ＳＳ５，９（がまごおり竹島），ＳＳ１１，１５（愛知こ

どもの国）は、スーパースペシャルステージとする。詳細は細則7に示す。 

第21条 整備作業 
21.1 整備作業の監督を担当する競技役員：船木 淳史 

21.2 整備作業を行うことが出来る場所：細則４に示されたサービスパークに限る 

21.3 整備作業を行う場合、泥や油の落下及び路面への付着を防止するため防水シート等で養

生しなければならない。 

21.4 整備作業を行うことができるのは、ドライバー、コ・ドライバーおよびサービスクルー

として登録された者のみとする。 

21.5 サービスカーの管理：登録され「サービスカー」駐車パスを表示した車両のみサービス

パークに入場、駐車できる。 

一般の機械式駐車ゲートを通過して入場した場合、正規の駐車料金が掛かります。 

21.6 整備作業の申告：技術委員長の許可を必要としない整備作業については、作業前に申告

の必要はないが、作業後に車両整備申告書を車両整備報告書に代えて、技術委員長に提

出すること。 

21.7 車両積載車は、２月２８日～３月１日サービス会場への立入りを禁止するが、自走でき

ない競技車両を搬入搬出する場合はその限りではない。但し、先頭車両～最終車両のサ

ービス時間については入場不可とする。 

第22条 賞 典 
JN−１クラス １位〜３位 ＪＡＦ楯、カップ、副賞 

JN−２クラス 不成立につきＪＮ－１クラスに統合 

JN−３クラス １位〜３位 ＪＡＦ楯、カップ、副賞  ４位～７位 カップ、副賞 

JN−４クラス １位〜３位 ＪＡＦ楯、カップ、副賞  ４位カップ、副賞 

JN−５クラス １位〜３位 ＪＡＦ楯、カップ、副賞  ４位～５位 カップ、副賞 

JN−X クラス １位〜２位 ＪＡＦ楯、カップ、副賞  ３位 ＪＡＦ楯 

総合優勝  愛知県知事杯 
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オーガナイザー特別賞として，JN-3 クラスの「TOYOTA GAZOO Racing MORIZO Challenge Cup」 

規則に合致した上位 1～3 番目のクルー並びに最多 SS トップタイム獲得者を表彰する。 

ＪＡＦ楯および副賞は、正式結果発表時点よりサテライトＨＱで対象クルーに授与するが、ラ

リーＨＱ閉設時までに、連絡なく引き取りに来ない場合、受領する権利を放棄したものとみな

す。 

愛知県知事杯は、閉会式において愛知県知事より授与する。但し、閉会式時点で正式結果が発

表されていない場合は、暫定結果に基づいて授与が行われるが、正式結果の総合優勝者が異な

った場合、賞典は返却しなければならない。 

第23条 オフィシャルの識別 
コース・サービスパーク・車検場におけるオフィシャルは、以下のタバードにより識別される。 

役職 タバード色 文字 

ポストチーフ 青色 POST CHIEF（白） 

ポストマーシャル 青色 POST MARSHAL（白） 

ステージコマンダー 赤色 STAGE COMMANDER（白） 

副ステージコマンダー 赤色 DEPUTY COMMANDER（白） 

ＳＯＳラジオマーシャル 黄色  マーク 又は RADIO（黒） 

セーフティマーシャル 橙色 SAFETY MARSHAL（白） 

メディカルマーシャル 白色 MEDICAL 又は DOCTOR（黒） 

ＣＲＯ 赤色 COMPETITOR RELATIONS OFFICER（白） 

技術マーシャル 黒色 SCRUTINEER（黒） 

メディア 緑色 MEDIA（黒） 

   

第24条 テストラン 
 テストランへの参加は、任意とする。但し、選手権クラス参加者のみ参加できるものとする。 

 テストランは、占有された道路等を使用し、２月２６日１３：００～１６：００に実施する。 

１６：００以降の走行は一切認めない。テストランでは、タイム計測を行わない。 

 テストランに参加できる車両は、本ラリー参加車両に限る。 

 テストラン車両を運転することが出来るのは、当該参加車両のドライバーに限るが助手席には、 

安全装備を装着した１８歳以上の成人に限り、クルー以外でも乗車すること出来る。  

第25条 選手権外併設クラス 
 １．クラス区分 

  オ ー プ ン：気筒容積を問わないＲＲＮ、ＲＪ、ＲＦ、ＲＰＮおよびＡＥ車両 

  ヒストリック：気筒容積を問わない1995年以前製造のRＲＮ、ＲＪおよびＲＦ車両 

 ２．参加車両 

25.2.1 ＪＡＦ国内競技車両規則第２編ラリー車両規定に従ったＲＲＮ、ＲＪ、ＲＰＮ、

ＲＦ、ＡＥ車両で、道路運送車両の保安基準（昭和２６年運輸省令第６７号）に適

合し、2026年ＪＡＦ国内競技車両規則第２編ラリー車両規定（以下、ラリー車両

規定）に従った自動車登録番号標（車両番号標）を有する車両。 

25.2.2 ヒストリッククラスにおいて、製造年と車検証における新規登録年月が異なる車
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両は、製造年を証明できる書類（カタログ等）を所持していること。 

但し、新規登録年が1995年以前の車両はその限りではない。 

３．参加資格 

① 参加者は、有効なＪＡＦ発給の競技参加者許可証の所持者でなければならない。ただし、

競技運転者は参加者を兼ねることができる。 

② 競技運転者は、有効な自動車運転免許証と有効なＪＡＦ発給の競技運転者許可証の所持者

でなければならない。 

③ １台の参加車両に搭乗するクルーは、２名とする。 

 ４．参加料 

①オープンクラス、ヒストリッククラス  １７０，０００円 

（レッキから最終パルクフェルメまでの保険料を含む、宿泊費用は含まない） 

 選手権クラスを含む申込台数が９０台を超えた場合、オーガナイザーは選手権参加エント

ラントを優先して選考する。 

②サービス登録費用 

11.4 ②を準用する。 

参加申込の締切り以降に申込み、変更を行う場合、事務手数料として申込み変更１回に

付き２，０００円を徴収する。 

但し、上記①②ともエントリーリストが公式HPへ公示された後の参加取り止めは、理由

の如何に拘わらず返金されないものとする。 

 ５．賞典 

オープンクラス  １位〜５位   副賞 

ヒストリッククラス １位〜３位   副賞 

賞典は、正式結果発表時点よりラリーＨＱで対象クルーに授与する。 

ラリーＨＱ閉鎖時点までに、連絡なく引き取りに来ない場合、受領する権利を放棄したも

のとみなす。 

 ６．その他 

上記以外の事項については、本特別規則第１条～第 23 条（第１７条、第 22 条を除く）に

従う。 

以上 

 

2026 年 2 月 13 日 RALLY 三河湾 2026 大会組織委員会  
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細則１．アイテナリー 
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細則２．レッキのスケジュール（予定） 
 

レッキ受付 2026 年 2 月 27 日（金）              ５：３０～ ６：００ 

SS10,14 三ヶ根山スカイライン（２周）   オープン時間  ６：２０～ ７：２０ 

SS11,15 愛知こどもの国（２周）     オープン時間  ７：００～ ８：１５ 

SS12,16 三河湾スカイライン（２周）     オープン時間  ８：００～ ９：３０ 

SS2,6  神ノ郷坂本（→岡崎とぼねへ）   オープン時間  ９：００～１１：００ 

SS3,7  岡崎とぼね（→幸田深溝運動公園へ）オープン時間  ９：３０～１１：３０ 

SS4,8 幸田深溝運動公園（→神ノ郷坂本へ）オープン時間 １０：００～１２：００ 

SS5,9 がまごおり竹島（慣熟歩行）     オープン時間 １１：３０～１３：００ 

SS1,13 ＫＩＺＵＮＡ （慣熟歩行）     オープン時間 １２：００～１４：００ 

オープン時間は、ＳＳスタート地点での開設時間とする 

 

細則３．コンペティターズリレーションズオフィサー（CRO）  

 

 

後藤 茂行 

（電話番号は、ロードブックおよびクレデンシャルの裏面に記載） 

 

選手リレーション役員 行動スケジュール（予定） 

2 月 27 日（金）     終日 ＨＱ、サービスパーク周辺 

   審査委員会に出席 

   セレモニアルスタート 

2 月 28 日（土） 終日 ＨＱ、サービスパーク又はリグループ周辺 

   審査委員会に出席 

３月 1 日（日）    終日 ＨＱ、サービスパーク又はリグループ周辺 

   審査委員会に出席 
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細則４．ＨＱレイアウト、サービスパークのレイアウト等 
（１）  ＨＱレイアウト（ラグナマリーナ） 

 

 

（２）サービスパークレイアウト（フェスティバルマーケット臨時駐車場） 

   サービスエリア区分けは、別途インフォメーションにて示す。 

 

 

 

 

サテライト 
ＨＱ受付 

HQ 
メディアセンター 

公式掲示板 

公式車検場 

サービスパーク周辺図 

サービスパーク 

ラリーコントロール
（ALL ACCESS パスのみ入室可） 

審査委員会 
（ALL ACCESS パスのみ入室可） 

計時・警察行政関係 
（ALL ACCESS パスのみ入室可） 

再車検場 

セレモニアルゲート 

ＨＱ 

リグループ 

パルクフェルメ 
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細則５．信号灯によるスタート手順 

 

もしこのシステムが故障した場合は、クルーに充分聞こえる大きな声で 

３０秒－１５秒－１０秒－５秒－４秒－３秒－２秒－１秒の順にカウントダウンする。 
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細則６．ゼッケンおよび広告 

ゼッケンステッカーの貼り付け場所 

ＪＡＦゼッケン 左右ドア及びボンネット（３枚） 

オレンジゼッケン 左右リアサイド及びリアウィンドウ上部 

JAF 公認競技会の証 左リアサイドウィンドウ 

クラス表記ステッカー 左右リアサイド（選手権外併設クラスを除く） 

大会ステッカー 左右フロントフェンダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

00 

00 

0
0

 

00 
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細則７．スーパースペシャルステージ 

１．ＳＳ１，１３（KIZUNA）及び ＳＳ５，９（がまごおり竹島）は、以下の通りスーパースペシ

ャルステージとして実施する。 

① スタートは１分間隔とするが、ステージコマンダ―の指示によりスタートを延期させる場合が

ある。スタートが延期されたクルーは、速やかにタイムカードをオフィシャルに手渡し、スタ

ート時刻の訂正を受けること。 

② コース上に競技車が停止した場合、オフィシャルによりコース外へ排除後、安全を確認した上

でスタートを再開する。 

③ コース上のパイロンまたはウォータードラムが移動した場合、オフィシャルによる現状復帰後

スタートを再開する。 

④ オフィシャルにより排除された車両は、レグ離脱またはリタイヤとなる。 

⑤ コース上のパイロンまたはウォータードラムに接触し移動させた場合、競技長が１カ所につき

５秒のタイムペナルティを与える。  

⑥ オフィシャルによりコース逸脱（ミスコース）と判定された場合、競技長が（選手権・選手権

外それぞれの参加者の）最遅タイム＋１０秒の走行タイムを与える。 

⑦ ⑤および⑥の判定は、当該ステージにおいて判定を担当するオフィシャルが行うものとし、そ

の判定に対する抗議は認めない。 

２．ＳＳ１１，１５（愛知こどもの国）は、以下の通りスーパースペシャルステージとして実施す

る。 

① スタートは１分間隔とするが、前走車がロードブック BOX１～４を通過していない場合ステ

ージコマンダ―の指示によりスタートを延期させる場合がある。スタートが延期されたクルー

は、速やかにタイムカードをオフィシャルに手渡し、スタート時刻の訂正を受けること。 

② ロードブック BOX１～４の間のコース上に競技車が停止した場合、オフィシャルによりコー

ス外へ排除後、安全を確認した上でスタートを再開する。 

③ ロードブック BOX４以降では、通常のＳＳと同じ対処をする。 

細則８．フレキシサービス 

本競技会は、フレキシサービスを設けない。 


